
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議のポイント 

プログラミングブロックの利用について 

○子供たちの思考を引き出すのに、効果的であった。 

○子供たちにとって、ブロックを組み合わせるという活 

 動は、分かりやすく、取組みやすいものであった。 

○ブロックの並べ替えは、パズル感覚・遊び感覚で、楽 

 しくできるものであったので、よかった。 

○コンピュータを使わなくても、プログラミングの学習 

 ができるということが、よかった。これから取り入れ 

 ていく上で、参考になった。 

○ワークシートにプログラミングブロックの結果が残ら 

 なかったので、子供たちの思考の結果が残るようにす 

 るとよいのではないか。 
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参会者アンケートから  研究会のあり方・全体的な感想 前時を振り返ることのできるコーナー 

 

グループでの話合い プログラミングブロックを使って 



振り返りの時間について 

○振り返りの時間が充分に確保されていた。 

○一人一人が授業を振り返り、考えを整理する時間とな 

 っていた。 

○子供たちは、「条件」「組み合わせ」という用語を使っ 

 ており、本時のねらいが達成されていたと感じた。 

○子供の言葉をうまく拾い、全体へと広げていた。 

○「最後の５分は自分の時間」という振り返りの時間の 

 確保が、すばらしい。 

担当者から 

○参加された先生方の協議会では、主体的・対話的で深 

 い学びの姿を見ることができました。 

○本日の授業で学んだことを、自校での教育活動に生か 

 してください。 

 

 

 各班の協議内容の発表 

授業分析表 


